




要約:胎児に対して種々の非侵襲的な形態・機能診断法が進歩し,直接胎児血も安定して採

取出来るようになったため胎児病の個別診断が可能になり,病態の把握から胎児病発症の

予知,重症度判定,胎児治療効果判定が可能になりより一層胎児が医療の対象として身近に

なってきた。 


